
(2) 授業記録

時間 教師の言動 生徒の動き 備考

14:00 【発問】鏡の前に立った人が鏡に近づくと，

鏡の中の人はどのように動くか。

【演示実験】ビデオカメラで鏡を映した映像

を見て，鏡に映る像の動きを見せる。

【補助発問】右に動くと映ったものはどちら

に動くか。

・「大きくなる。」「近づく。」

・「１ｍ近づいたら１ｍ近寄ってくる。」

・「右に動く。」

14:05

14:10

14:15

14:18

14:25

【実験の説明】

物体と像の

説明，印の付

け方，2 カ所

調べること

など

【課題提示】ハーフミラーを使って，鏡に映

る像の位置を確かめてみよう。

【机間指導】鏡の置き方，印の付け方を説明

する。

【結果の確認】鏡を

はさんで，赤い物

体の位置と，映っ

た像との位置は

どうなっただろう。

【課題提示】鏡の中の像の位置に緑の物体を

置くとどのように見えるだろうか。

【補足説明】色だけではなく像と物体の位置

に注目しなさい。

【結果の確認】観察してわかったことを発表

しなさい。

【課題提示】赤の像と緑の物体が重なって見

えるのはどうしてか。説明してみよう。

普段見ている光はどんな光？

【考察の指示】赤や緑の光はどう進むのか自

分の考えを矢印で書いてみよう。

・興味深く注目して聞く。

・正確に実験器具を配置し，実験を行う。

・「同じになる。」「す

ごい。」「端の方に

置いた方がいい

よ。」「少しずれて

いる。」

・記録をするときはマス目を数えながら記入

している。

・「距離が等しい。」

「線対称になる。」5，6 名

「対称になる。」十数名

・「オレンジ色に見える。」

・「見る方向によって

色が変わる。」

・「鏡の中はずれな

い。」「上や横から

見 ると少し ずれ

る。」「どの角度か

ら見ても重なって見える。」

・緑の物体から無数に出ている光のうちどの

光が目に入るのかを確認，光の道筋を作図

・「いろいろな方向の光」作図の例

プリント配布

実験器具配布

【評価：知識・

理解】物体と鏡

に映る像は，鏡

をはさんで対

称の位置にあ

り，どこから見

ても重なって

見えることを

理解すること

ができたか

プリント配布

【提案３】既習事項を生かした課題解決の過程を重視し，科学的な思考や表現の育成を図る。

【課題１】「鏡に映る像と物体の位置関係を調べよう」

【提案２】ハーフミラーを活用し，鏡の虚像の位置を確かめさせることで実感を伴う理解を

支援する。

【課題２】「赤の像と緑の物体が重なって見えるのはなぜか」



14:30

14:35

14:47

14:49

【班の話し合い】お互いの考えを班ごとに話

し合ってみよう。

【考察の発表】各班で，まとめた考えを全体

に発表してみよう。

【補助発問】緑の光は

直接目に入る。言い

方あったよね。

【目の位置の確認】

二人の図の違いに気

づきましたか？

【課題提示】どこから見ても赤の像と緑の物

体が重なって見えるのはどうしてか。説明

してみよう。

【補助発問】ワークシートに描かれた「目」

にどのように光が入るのかを作図して考え

てみよう。

【考察の発表】各グループの結果を発表して

みよう。

・「同じ方向から来る

から矢印は重な

る。」「だから重な

るのか。」「重なっ

て目に入るから２

つが重なって見えるんだ。」「色が混じるの

は２つの光が重なるからだ。」

・「赤は反射し緑と重なる。」「緑の光は直接，

赤は反射して目に入る。」「入射角と反射角

は等しいので交わるようになっている。」

・「直進」

・「目の位置が反対」

直進光から作図 3割，反射光から作図 5割

・「目の位置を変えても，緑の物体からの光と

赤の物体からの反射光が重なって目に入る

からどこからも重なって見える。」

【評価：科学的

思考】鏡に映る

像の見え方に

ついて，光の反

射の法則を使

って説明する

ことができた

か。

14:50 【学習のまとめ】「鏡に映った像が，その物体

と線対称の位置にあり，どこから見ても同

じところに見えるのは，反射によって目に

入る光が像の位置から直進してきたように

感じるからです。」

・物体からの拡散した光が反射する描画

・像の位置にある物体から拡散する光の描画

・上記２つの光が重なりを示す描画

【次時の予告】

・モニターを注目して聞く。

PowerPointで

光の進み方を

演示

【課題３】「どこから見てもが重なって見えるのはなぜか」


